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[2014 年

年年

年 10 月

月月

月 31 日

日日

日 

  

 東京

東京東京

東京] 

世界最大

※

1
の人財サービス企業であるアデコグループの日本法人で、総合人事・人財サービスを展開す

るアデコ株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：川崎健一郎、以下「アデコ」）は、企業の人事

担当者へ女性が活躍するために自社で取り組んでいる目標や施策についてアンケート調査を実施しました。 

 

政府は、2020 年までに指導的な地位に占める女性の割合を 30％にするという目標を掲げており、その

目標に向け、企業はどのような取り組みを行っているのか、現状を把握するため企業の実施状況を現場の

担当者へ調査しました。その結果、「2030 施策」について「行っている、行う予定がある」または「目

標は異なるが、行っている、もしくは行う予定がある」と回答した割合が、合わせて 20.1％に対し、 

「行っていない、行う予定はない」の回答が、39.8％と 19.7 ポイント多く、現時点では取り組みが進ん

でいるとはいえない状況にあることがわかりました。 

 

 一方で、女性の活躍により「女性の発想を生かしサービスが拡充できる」「労働力を確保できる」など、

効果への一定の期待感も示しており、今後、より一層の取り組み推進が必要であるという回答が上位にあ

がりました。 

(*1) Staffing Industry Analysts 2013、人財サービス企業売上ランキングより。 

 

 

【アンケート結果

【アンケート結果【アンケート結果

【アンケート結果の概要

の概要の概要

の概要】

】】

】 
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 「

「「

「2030 施

施施

施策」に対する

策」に対する策」に対する

策」に対する取り組み

取り組み取り組み

取り組み状況

状況状況

状況（全体）

（全体）（全体）

（全体）：

：：

： 

  

 

   「行っていない、行う予定はない」39.8％、「何かしら取り組みを行っている企業」20.1％ 

 

 

 

 

 
 

行っている、 

もしくは行う予定がある 8.1% 

数値目標は異なるが行っている、 

もしくは行う予定がある 12.0% 

行っていない、 

もしくは行う予定はない 39.8% 

わからない 

 40.1% 

【調査結果サマリー】 

• 政府が掲げている「

政府が掲げている「政府が掲げている「

政府が掲げている「2030 施策

施策施策

施策

※

※※

※

」に対する取り組み状況

」に対する取り組み状況」に対する取り組み状況

」に対する取り組み状況 

⇒「行っていない」39.8％、「何かしら取り組みを行っている」20.1％を上回る 

 

• 女性活躍を促進するため、企業が取り組んでいる施策

女性活躍を促進するため、企業が取り組んでいる施策女性活躍を促進するため、企業が取り組んでいる施策

女性活躍を促進するため、企業が取り組んでいる施策 

⇒1 位「出産・育児をサポートする制度」、2 位「管理職への積極的な登用」 
 

• 女性が活躍できる社会を実現するために必要なこと

女性が活躍できる社会を実現するために必要なこと女性が活躍できる社会を実現するために必要なこと

女性が活躍できる社会を実現するために必要なこと 

⇒「意識改革」と「会社の仕組み・サポート」の両輪が必要 
 

• 女性活躍

女性活躍女性活躍

女性活躍への期待

への期待への期待

への期待 

⇒1 位「女性の発想を生かしたサービスの拡充」、2 位「労働力の確保」 
 

※2020年までに、指導的立場（管理職）の女性を 30％にするという政府の目標 
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 「

「「

「2030 施策」に対する取り組み状況（

施策」に対する取り組み状況（施策」に対する取り組み状況（

施策」に対する取り組み状況（企業規模別

企業規模別企業規模別

企業規模別）

））

）：

：：

： 

企業規模に比例し、実施率は高くなっています。従業員数が 100 名未満の企業では何かしら実施し

ている企業が 10.6％に対し、従業員数が 1 万人以上の企業では 45.3％と 4 倍以上が実施している

ことがわかりました。 
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 女性活躍を促進する

女性活躍を促進する女性活躍を促進する

女性活躍を促進するため、企業が取り組んでいる

ため、企業が取り組んでいるため、企業が取り組んでいる

ため、企業が取り組んでいる施策

施策施策

施策（複数回答）

（複数回答）（複数回答）

（複数回答）：

：：

： 

  

 

女性活躍を促進するため企業が取り組んでいる具体的な施策は、約半数が「出産・育児をサポート

する制度」の策定となり、次に「管理職への積極的な登用」となりました。 
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 女性が活躍できる社会を実現するために必要なこと

女性が活躍できる社会を実現するために必要なこと女性が活躍できる社会を実現するために必要なこと

女性が活躍できる社会を実現するために必要なこと（複数回答／上位

（複数回答／上位（複数回答／上位

（複数回答／上位 3 つまで選択）

つまで選択）つまで選択）

つまで選択）：

：：

： 

女性の活躍を実現するために必要なことは、「社員全員の意識改革」「会社の仕組み」「女性社

員の意識改革」という結果となり、働く人の意識変革ならびに、それを支える仕組みの整備を必

要とする回答が上位にあがりました。 
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導入している 
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導入している導入している
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54.2％
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行っている、もしくは行う予定がある

数値目標は異なるが、行っている、もしくは行う予定がある

わからない

行う予定はない

33.4%

31.9%

26.6%

26.0%

19.5%

15.5%

14.8%

10.5%

9.7%

9.2%

6.1%

5.4%

4.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

社員全員の意識変⾰

会社の仕組み（フレックスや時短がとりやすい等）

⼥性社員の意識改⾰

保育サービスなど周辺サポートの充実

職場の理解（パワハラがない、上司・同僚の理解等）

評価制度など⼈事施策の整備

⼥性活⽤に対する会社の積極性

男性社員の意識改⾰

社員の家族の理解、協⼒

数値目標

⼥性活⽤に対する政府の積極性

研修制度など⼈財育成施策の整備

その他
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 女

女女

女性活躍

性活躍性活躍

性活躍への期待

への期待への期待

への期待（複数回答／上位

（複数回答／上位（複数回答／上位

（複数回答／上位 2 つまで選択）

つまで選択）つまで選択）

つまで選択）：

：：

： 

  

 

女性の活躍への期待として、「女性の発想力を生かしたサービスの拡充」「労働力の確保」の割

合がほぼ同数で高く、次いで「女性社員のモチベーションが向上する」の順に高い結果となりま

した。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アンケート実施

【アンケート実施【アンケート実施

【アンケート実施概要】

概要】概要】

概要】 
 ・調査方法 ：インターネットによるアンケート調査（日経 BP コンサルティング実施） 

・調査期間 ： 2014 年 4 月 
・有効回答数：企業の人事担当者／857 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【本

【本【本

【本件に関するお問い合わせ先】

件に関するお問い合わせ先】件に関するお問い合わせ先】

件に関するお問い合わせ先】 

  

 

アデコ株式会社 コミュニケーション室 Tel：03-6439-7473 

■

■■

■ 

  

 アデコ株式会社について

アデコ株式会社についてアデコ株式会社について

アデコ株式会社について 

アデコ株式会社は、60 を超える国と地域で事業展開する総合人財サービスのグローバルリーダー、Adecco Groupの日本法人で

す。コンサルテーションを通じて、多様な人財を活かし、多岐にわたる業務の最適化を可能にするソリューション（人財派

遣、人財紹介、アウトソーシングなど）を提供しています。働く皆様と企業の“better work, better life”の実現を目指し更なるサ

ービスの強化に取り組んでいます。人と仕事が自由にめぐり会い、「求める明日」へと躍進できるようサポートすることが、

私たちAdeccoの使命です。アデコ株式会社に関するより詳しい情報は、当社ホームページwww.adecco.co.jp をご覧ください。 

 

29.6%

29.5%

25.2%

18.8%

17.9%

16.7%

6.8%

4.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

⼥性の発想を⽣かしたサービスが拡充できる

労働⼒を確保できる

⼥性社員のモチベーションが向上する

人財の多様化、ダイバーシティが推進される

多様な⼈財の確保が容易になる

産業界全体が活性化する

企業のイメージアップが図れる

その他


